
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年２月２０日 

合志市立西合志南中学校 

文責：宮本・岡野 

LGBTについて理解できた、応援してい

きたいと思えた人は、好きな色の★を好き

な場所に貼り、学年全体でレインボーフラ

ッグを作りました。 

L(レズビアン)女性で女性を好きになる人、 

G(ゲイ)男性で男性を好きになる人、 

B（バイセクシャル）異性も同性も好きになる人、 

T(トランスジェンダー)心と体の性が一致せず違和感を抱えている人、など性の在り方は様々です。 

2 年生では、学活の時間を使い、担任と養護教諭の T.T（ティームティーチング）で 2

年生性に関する指導を実施しました。 

実はセクシャルマイ

ノリティなんだ。と先生

がカミングアウト役を

しました。 

言いづらいことを

話してくれてありが

とう。君は君だよ。

これからもよろしく

ね。生徒がカミング

アウトを受けて答え

る役をしました。 

「もしも、LGBTであることを友達か

ら告白されたら何と言う？」 

という設定でロールプレイしました。 

 

男性・女性を赤と青の二色だけ

ではなく、性は多様でグラデーシ

ョンなんだと分かりました。違っ

た色があり、それを尊重していき

たいと思いました。そんな人がい

たら、相談に乗れるようになりた

いです。 

20人に 1人は LGBTの人がいる

と言われています。 

今までは、LGBTのことについ

て気持ち悪いとか思っていたけれ

ど、今回、学習をして、理解がで

きました。LGBTの人が身近にい

ないのではなく、そのことが言え

ずにいることが分かりました。相

手の気持ちを考えて、自分の気持

ちを見つめ直していきたいと思い

ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が今生きていることは本当にすごいことで奇跡な

んだと感じました。生まれたところや生まれた時期が

違ったら、今一緒にいる友だちと会えていないと考え

ると、一緒にいることもすごいことなんだと思いまし

た。これからどう生きていくのか、しっかり考えてい

きたいと思いました。 

私たちを産むまでに、お母さんは何時間も痛み

に耐えて、がんばったことが分かりました。出産

の時には高いリスクがあり、お母さんも私もきつ

いけど、それを乗り越えて生まれてすごく良かっ

たと思います。私が、今存在していることに感謝

しようと思いました。 

感染症が流行していたので、リ

モート配信で講演会を実施しまし

た。みなさん真剣に聴いていまし

たね！ 

中学生でも妊娠することはあるし、若年者の妊娠は身体的にも精神的にも経済的にもリスクが大きいこ

とが分かりました。命を次の世代につなぐことは簡単ではないし、責任ある行動をしたいと思いました。 

くまもと被害者支援センター「ゆあさい

どくまもと」の出前講座を受講しました。 

人と人には境界線があり、それを超えると

きは相手の同意がいること、性の境界線を

破ることが性暴力です。 

「対等であること」「どちらも OK である

こと」「断ることが安全にできること」「行

為の結果について理解できていること」が

「真の同意」です。「嫌だといわなかったか

ら・・・抵抗しなかったから・・・」これ

は同意ではありません。 

被害に遭った時は、①安全な場所に移動する②できるだけ

早く信頼できる人、警察や支援センターへ相談する。③妊

娠の心配があるときやけがをしているときは病院に行く④

証拠になるものをとっておく⑤相手からの連絡には返信し

ないことが大切です。被害者は何も悪くありません。自分

を責めないでくださいね。 


